
電力関連では次世代発電機として開発中の超電導発電機のダン

パ用に新合金を,大容量タービン発電機用には,単機容量100万kW

級火力発電機用の高強度ロータシャフト材をそれぞれ製品化した｡

航空機の脚用材料では,現在主流の低合食超強力鋼と同等の強

度敵性を持つステンレス鋼を共同開発した｡圧延の分野では,長

時間の連続圧延を可能にするスーパーハイス冷間圧延用複合ロー

ルを開発したほか,耐食性鋼板めっき装置用ロール軸受のセラミ

ックス化にも成功し,軸受寿命およびめっき厚み精度の大幅な向

上を図った｡

エレクトロニクス関連では,プリント配線基板の微細配線形成

用レジストに,トリクロロエタンを使用しない環境に配慮した水

溶液現像型耐めっき性ホトレジストを製品化した｡半導体部品の

封止材料として開発した,低熱膨張性で耐はんだ性を大幅に向上

させたエポキシ樹脂系封止材は,16MビットDRAMに使用できる｡

また希土類Fe-Co系スパッタリングターゲットは,光磁気ディスク

の薄膜磁性株体組成の不均一を大幅に低減させることができる｡
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塁
超電導発電機タンパ用の高強度･導電性新合金

パ表望惑盛訂

重さ:6.Ot

外径:0.9m

長さ:4.Om ダンパ用新合金で製作した大型鍛造品(70MW級モデル機用)

超t旨導発電機は従来発電機の川転ナ糾敲コイルに超

7旨導コイルを用いたもので,川転十i一丘外部にダンパと

呼ばれる1-リ筒を設けて界磁コイルの超電導状態が外榔

磁場によって壊されないよう保護している｡ダンパの

材料には高速l=1転に耐える高強度と抑淳7昆件のほかに

非磁性,高鍛造性などの件質が)拝められる｡

｢=†二製作所は70MW級超芯導発電機=ダンパの材料

として竜矧生に優れた降伏強度750MPa紙の非磁什†ナ余

をlうト】兆しナご｡新†ナ金はニッケル･銅合金をベースにア

ルミ､チタン,f売女,ジルコニウムなどを添加した合食

で,この介令を刷いて外径約().9m,良さ約4mの人型

小乍鍛造.謀-を製作した｡この合金の開発によって起毛

導発電機の課越の一一つが解決され7ご｡この開発は通商

庄濃吊_‾工業技術院ニューサンシャイン計内｢超電導;一旨

ノJ応=技術開発+の一環とLて,NEDOからの′受託によ

り,Superイ;Mの一一テーマとして実施したものである｡

100万kW級火力発電機用の高強度ロータシャフト材料

や1い転

これまで国内火ノJプラントで採川されたタービンヲ巨

竜機の単機容量は70プノkWが最大であったが,今後は

l眠られた屯兆(立地点をイf効にi占I‾l]するため,一号‾it機縁妄_丘

100万kW級機が必要になると予測される｡1()(_)ガkW級

火力発電機を実現するためには一郎重度のロータシャフ

ト材料が不叶欠である｡そのためIJ巾二製作仰ま従来川

いられていた鋼を改良し,新しいロータシャフト材料

を開発した｡

開発材はニッケル,クロムなどを含むアナ余鋼であり,

試作に成功した発電機用高強度ロータシャフト

(最大径l.Zm,重さ26t)

糸山戊バランスの-も立通化と熱処理条什の適iE化をl刈るこ

とにより.従来村とl前j等の轍件を持ちながら強度を約

1.2イ汗■ミ■さ;めた｡l判ヲ己材を庁Jいて100万kW級実機と同径

(1･2nl)で,t･り径部の良さが約‡のロータシャフトを
試作した射言呆,中心部で1,()70MPaの引張強さが行ら

れ,優れた平川三を実証できた｡高強度の新材料の開発

により,より†∴根性の高い1nOカkW級火力タービン発

電機を製作できる体制が整った｡
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L180''鮎璽重度･堅ス至芸空室堅些
現在の航乍機脚材料の-i三流は,4340,300Mなどの強

度が1,800MPa以上の低イナ金糸超強力鋼であるが,低

合金鋼であるため耐食性の向上が望まれていた｡･一九

耐食性の優れた既存の高強度ステンレス鋼である17-4

pH,15【5pIIなどは強度レベルが1,400MPa前後にと

どまっていた｡

今IpJ開発した介金HSL180は,434()と比較Lて同等

の引張強さを持ち,かつ2倍程度の高い破壊草馴生を持

つ｡さらに,耐食性は4340よりも大幅に優れており,

17-4PHと比較しても同等以上である｡

材
料

日立金属株式会社,住友精密_上二業株式会社,

祉凹法人｢i本航空宇山丁業仝

(l-トキニ金属株式公社)

試作した航空機部品の一例(住友精密工業株式会社提供)

スーパーハイスを表層材とした冷間圧延用高性能複合ロール

i盛′

〆感【

ノぷ一題-

スーパーハイスを表層材として複合した冷間圧延用ワークロール

多二描二のコバルトやバナジウムを含むスーパーハイス

を表朋材とした,特殊裡合法による冷問拝延用ワーク

ロールを開プ巨した｡鋼枇などの.fJi桁度帖延や,′ト産性

l〔り卜へのユーザーニーズにこたえるもので,従来の⊥

エーと銅系一体型ロールでは一身呪できない高硬度(1n()〃S

が吋能)で,熱的∫仁淀件にも優れている｡ロール表血の

紺碧耗件,グル和さ保持性には特に優れており,艮峠

l壬りの連続11三延が叶能である｡ロール表l自iに凹みきずが

つきにくいことから,糾枇表面の.1㌔一門が向上する｡

冷胤トt三延別ワークロールに不可欠なぉ向研削粗さの

コントロールは,CBN(CubicB()r〔)nNitride)砥オ了で,

従水のロールとt■ij程度の時間で行うことができる｡

耐食性鋼板連続溶融めっき装置用セラミックス軸受

自軌卓のボデー閉などに普及している耐良性鋼枇の

i芥融めっき装置川ロール軸受を,セラミックス化する

ことに成功した｡この軸′要は,亜鉛や囁鉛-アルミニウ

ム合金の満融浴中でIl■ほ云するシンクロール,サポート

ロールを支えるもので,セラミックスの優れた耐摩耗

性と耐食性により,軸･受面の摩耗が減少し,交枚ピッ

チが人帖に延長できる｡また,サポートロールが非駆

軌でスムーズに【叫転し,めっき厚み精度のIrり_卜にU句期

的な効果がみられる｡

軸側はセラミックススリーブを特殊な‾方法で絨(か

ん)合し,令属軸材の熱膨張によるスリーブヘの応力を

緩和しており,軸受側は複合セラミックスを恍J†1し,

固体潤滑件に優れたものとしている｡
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蔓
微細配線形成用の水溶液現像型耐めっき性ホトレジスト

£姦
藍な

こら`を箋ヨ
●､〟､～か小〃惑

ヤく主義蔽姦義

∵J汐
l

柑0トIm

開発した水溶液現像型耐めっき性ホトレジストで形成した

微細レジストパターン｡溝の部召､に化学めっきで銅を充て

んし,配線を形成｡

(レジストの厚さ:75卜m,バターン幅,間隔二60卜m)

プリント配線去⊆fkで,1〔)叫m以卜の微紳配線を精度

よ〈形成するには,アディティブプロセスが優位にあ

り,リミ=J化されている｡

従水位川していためっきレジストは,現像に1,1,1-

トリクロロエタンを仙川するi存剤現像型であったが,

オゾン附米.穫の観点から新たに水溶汁女現像叫能なめっ

きレジストを糊ブ己Lた｡アディティブプロセスのめっ

きl二村は,痛も㌔いil†iアルカリのめっき液を使用するた

め,レジストの耐めっき性と水i存液での現像件の両立

が人きな課題となる｡閃光したレジストは,組J戊の最

適化によって図にホすように.曽i解像件を持つととも

に,水i子i汁拘ユ像タイプでありながら優れた耐めっき性

をリミりユした｡

高密度実装用のエポキシ樹脂系低熱膨張性封止材料

半尊附恥;J.の什Ⅰ卜材料には､去十を外秘段城からf水

沼するため稜々の柑こ′トが‾批Jミされる｡起てト､ド導休部

.1.丁.は女丁･の満駐純化によってチップが人71iしりとし,パッ
ケージは実装墟f性を.t'Jjめるために′卜)lit!･沖1即ヒされ,

形状が表面突きさ?_ヒリヘと移子ナしてき7ご｡それに作って,

汁1卜本作†･は杵に紙熱膨舶化やばんだl肘難件のl〔-=･ガ前

史な深越になっていた｡

そのため低抑女でLかも低暇批,山一左肘二′卜のベース

位川旨およびフィラとLて抑士分伽を胡難してJ一之人克て

ん分率を.;TJjめた球形i料地シリカを桝柁L7ご｡この釧.み

†ナわせによって､f川二村料レ)紙熱膨麒化(ユXl()‾5/ロ〔1

以卜)とはんだ耐熱件の人帖な山卜が･り瀧になっ7∴こ

の技術をH=､た材料は,すでに16九†ヒ√ソトnRAMに

使川している｡

+
SO+を実装した

マルチチップモジュール

ヰ
SO+の断面

TSOPを実装した

メモリカード

TSOPの断面

表面実装型パッケージの実装例とパッケージ断面

光磁気記録媒体用の希土類-Fe-Co系ターゲット

幸

■■

書

●､

●

●l

●

●l

●

●

●

●

●

1■

●

Tb-Fe-Co系スパッタリングターゲット

=-‾l‡二き扱え吋能で人市立記録メディアの光磁気ディス

ク,およびこれから派′卜したオーディオ月了ミニディス

クの磁件肘イり二,希卜類(Tb,Dy,Gd卜Fe-Cn系非品

宮'f(ナ御坊カす旭川されている｡希土類元素とFe,C()とで

形収する令拭け妄J化合物や単純な授(ナ組成型のスパッタ

リングターゲットで成暇すると,止素間のスパッタリ

ング単軌が二拝しく巽なるため,滞膜面内の組戌は不均

一な分化をとる｡

そのため粉人や余子fよをベースに投合組織ターゲッ

トの利別11の梢戌を鵜退化し,成暇範岡の暇組成を±

().4at%l勺に収めてこの問題を解決した｡ト=侍に複合

組織の軌∴げ､あった高い透磁率を抑制L(代去組戌で

ド≦10),マグネトロンスパッタでの使用効率を高めた｡

(【1立食属株式会社)
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